
文
化
　
第
八
十
二
巻
　
第
三
・
四
号
　
―
秋
・
冬
―  

別
刷

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日
発
行

行
場
次
朗
先
生
の
業
績
と
学
風

阿
　
部
　
恒
　
之
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行
場
次
朗
先
生
は
心
理
学
、
と
り
わ
け
知
覚
・
認
知
の
領
域

に
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
た
。
膨
大
な
業
績
は
百
花
繚
乱
の
多

彩
さ
を
誇
り
、
い
ず
れ
も
斬
新
な
視
点
と
着
実
な
手
続
き
に
立

脚
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
一
九
年
三
月
、
定
年
で
ご
退
職
さ

れ
る
に
あ
た
り
、
行
場
先
生
の
業
績
と
学
風
の
一
端
を
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
ご
経
歴

行
場
先
生
は
、
一
九
五
四
年
、
塩
竃
市
で
お
生
ま
れ
に
な
っ

た
。
名
門
・
仙
台
第
一
高
校
の
ご
出
身
で
あ
る
。
一
九
七
六
年

に
東
北
大
学
文
学
部
哲
学
科
心
理
学
専
攻
を
ご
卒
業
し
て
そ
の

ま
ま
大
学
院
に
進
学
さ
れ
、
一
九
八
一
年
に
東
北
大
学
文
学
研

究
科
博
士
課
程
後
期
心
理
学
専
攻
を
満
期
退
学
し
て
東
北
大
学

文
学
部
心
理
学
講
座
の
助
手
に
な
ら
れ
た
。

一
九
八
二
年
に
信
州
大
学
人
文
学
部
心
理
学
講
座
に
助
手
と

し
て
転
出
さ
れ
、
翌
年
に
は
助
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
。
こ
こ
で

一
一
年
間
お
勤
め
に
な
り
、
一
九
九
三
年
、
九
州
大
学
文
学
部

心
理
学
講
座
に
助
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
同
年
、
博
士
︵
文

学
︶
の
学
位
を
取
得
さ
れ
た
。
五
年
間
の
福
岡
生
活
の
後
、

一
九
九
八
年
に
は
、
東
北
大
学
文
学
部
心
理
学
講
座
に
舞
い
戻

り
、
助
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
四
月
、
東
北

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
に
配
置
換
と
な
り
、
二
〇
〇
二
年
に

は
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
人
間
科
学
専
攻
心
理
学
講
座

の
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
。
二
〇
一
八
年
四
月
か
ら
は
東
北
大
学

ヨ
ッ
タ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
の
副
セ
ン
タ
ー

長
を
併
任
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
二
〇
一
九
年
三
月
、
め
で
た

く
ご
定
年
の
日
を
迎
え
る
に
至
っ
た
。

塩
竃
・
仙
台
・
信
州
・
福
岡
、
そ
し
て
ま
た
仙
台
と
、
酒
ど

こ
ろ
ば
か
り
を
巡
る
形
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
行
場
先
生

行
場
次
朗
先
生
の
業
績
と
学
風阿

　
部
　
恒
　
之
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に
と
っ
て
は
、
幸
運
な
偶
然
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

学
外
に
お
い
て
は
、
多
く
の
学
会
の
役
員
を
歴
任
さ
れ
て

い
る
。
た
と
え
ば
日
本
認
知
心
理
学
会
は
、
二
〇
一
二
年
度

か
ら
二
〇
一
四
年
度
ま
で
理
事
長
を
つ
と
め
ら
れ
て
い
る
。
日

本
基
礎
心
理
学
会
は
二
〇
〇
五
年
度
か
ら
昨
年
に
至
る
ま
で
、

常
務
理
事
と
し
て
会
の
運
営
を
取
り
仕
切
っ
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
。
国
際
学
会
に
つ
い
て
は
、International C

onference 
on C

om
puter V

ision T
heory and A

pplications

の
プ
ロ
グ

ラ
ム
委
員
を
二
〇
〇
五
年
度
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
担
当
し

て
い
る
。
第
三
一
回
国
際
心
理
学
会
議
︵IC

P2016

︶
で
は
、

実
行
委
員
広
報
委
員
長
と
し
て
活
躍
し
、
九
五
か
国
か
ら
約

八
〇
〇
〇
名
を
招
く
成
功
の
立
役
者
と
な
っ
た
。
ま
た
、
日

本
基
礎
心
理
学
会
第
二
七
回
大
会
︵
二
〇
〇
八
年
︶、
日
本
認

知
科
学
会
第
二
九
回
大
会
︵
二
〇
一
二
年
︶、
日
本
顔
学
会
第

一
八
回
大
会
︵
二
〇
一
三
年
︶、
日
本
認
知
心
理
学
会
第
一
二

回
大
会
︵
二
〇
一
四
年
︶、
日
本
心
理
学
会
第
八
二
回
大
会

︵
二
〇
一
八
年
、
後
述
︶
と
、
数
多
く
の
学
術
大
会
で
、
大
会

長
の
重
責
を
果
た
さ
れ
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。

し
か
し
、
ご
本
人
曰
く
、
最
も
大
変
だ
っ
た
の
は
、
東
日
本

大
震
災
の
年
に
事
務
局
長
を
さ
れ
た
第
一
二
回
国
際
多
感
覚
研

究
フ
ォ
ー
ラ
ム
だ
っ
た
と
い
う
︵行

場
, 2018

︶。
震
災
の
影

響
で
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
が
使
え
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
原
発
事
故
の
影
響
で
、
東
北
地
方
に
海
外

の
お
客
様
を
お
招
き
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
急
遽
、
福

岡
の
会
場
を
確
保
し
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
の
学
会
開
催
を
実

現
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ご
活
躍
を
、
半
壊
し
た
ご
自
宅
の
庭

で
野
外
炊
飯
を
し
な
が
ら
行
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
た
だ
ご
と
で

は
な
い
。
多
少
規
模
が
大
き
か
ろ
う
が
、
普
通
の
学
会
の
開
催

程
度
で
は
、
も
は
や
行
場
先
生
の
負
担
感
の
閾
値
に
達
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
二
〇
一
二
年
に
日
本
学
術
会
議
の
連
携
会
員
と
な
っ

た
が
、
二
〇
一
七
年
か
ら
は
日
本
学
術
会
議
会
員
と
な
っ
て
、

活
躍
の
幅
を
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
学
内
外
で
ご
多
忙
を
極
め
な
が
ら
も
、
行
場

先
生
は
研
究
・
教
育
に
格
別
の
足
跡
を
残
さ
れ
た
。
以
下
で
は

そ
の
一
端
を
ご
紹
介
し
た
い
。

　
　
パ
タ
ー
ン
認
知

視
覚
的
フ
ァ
ン
ト
ム
現
象
︵V

isual Phantom

︶
と
は
、
視

野
内
の
欠
損
し
た
情
報
が
補
わ
れ
、
あ
た
か
も
欠
損
が
な
い
か

の
よ
う
な
知
覚
を
生
み
出
す
視
覚
的
補
完
現
象
で
あ
る
︵
図
１

参
照
︶。

行
場
先
生
は
こ
れ
を
題
材
に
し
て
線
形
シ
ス
テ
ム
分
析
を

適
用
し
た
心
理
物
理
学
的
実
験
を
数
多
く
行
い
、
視
覚
的
補

完
現
象
を
視
覚
系
の
空
間
周
波
数
へ
の
応
答
特
性
の
観
点
か
ら
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検
討
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
視
覚
科
学
・
視
覚
心
理
学
に
お
け

る
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
学
術
専
門
誌
に
数
多
く
発
表
さ
れ
て
い

る
︵
例
え
ば
、G

yoba, 1983; 行
場
, 1986; G

yoba, 1994;  
G
yoba, Sakurai, &

 K
itaoka, 2018; K

aw
abata, G

yoba, 
Inoue, &

 O
htsubo, 1999; Sakurai &

 G
yoba, 1985

︶。

高
空
間
周
波
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
低
空
間
周
波
数
チ
ャ
ン
ネ
ル

と
、
脳
神
経
系
に
お
け
る
大
細
胞
系
・
小
細
胞
系
を
対
応
付
け

て
視
覚
機
能
を
理
論
的
に
分
析
・
考
察
し
て
い
く
行
場
先
生
の

研
究
ス
タ
イ
ル
は
、
現
在
の
日
本
に
お
け
る
視
覚
研
究
の
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
日
常
生
活
の
中
に
あ
ま
ね
く
存
在
す
る
物
体
の

視
覚
情
報
が
階
層
構
造
を
も
つ
こ
と
に
着
目
し
、
階
層
構
造
の

全
体
や
部
分
に
ど
の
よ
う
に
注
意
を
配
分
す
る
か
を
測
定
す
る

こ
と
で
個
々
人
の
注
意
機
能
の
特
性
を
捉
え
る
複
合
数
字
抹
消

検
査
︵C

om
pound D

igit C
hecking T

est: C
D
C
T

︶
を
作
成

し
た
︵行

場
・
大
橋
, 2009

︶。
こ
れ
は
現
在
市
販
さ
れ
、
心
理

学
の
広
い
領
域
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
顔
の
認
知

上
述
の
よ
う
な
精
力
的
な
パ
タ
ー
ン
認
知
研
究
の
中
で
培

わ
れ
た
実
験
心
理
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
顔
認
知
へ
と
展
開

し
た
。
顔
認
知
研
究
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
英
国
で
萌
芽
し
世

界
的
に
広
が
り
、
今
日
で
は
心
理
学
の
重
要
テ
ー
マ
と
な
っ
て

い
る
が
、
行
場
先
生
は
日
本
で
最
も
早
く
顔
研
究
を
開
始
し
た

研
究
者
の
一
人
で
あ
る
︵G

yoba, A
rim
ura, &

 M
aruyam

a, 
1980

︶。
中
で
も
顔
表
情
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
お
よ
び
初
期

視
覚
野
の
細
胞
の
受
容
野
の
形
を
表
す
ガ
ボ
ー
ル
フ
ィ
ル
タ
ー

を
用
い
て
顔
画
像
か
ら
表
情
情
報
を
抽
出
す
る
方
法
の
提
案

︵Lyons, A
kam
atsu, K

am
achi, &

 G
yoba, 1998

︶

は
、

国
際
的
に
極
め
て
高
い
評
価
が
得
ら
れ
て
お
り
、
一
六
〇
〇
件

を
超
え
る
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
表
情
認
知
に
お

け
る
文
化
差
・
動
的
成
分
の
影
響
や
ア
レ
キ
シ
サ
イ
ミ
ア
︵
失

図 1　  Visual Phantomの例（Gyoba, 1983）

縦縞の中央部分が黒い帯で遮蔽されている。しか
し黒い帯にも縦縞が誘導され、縦縞が上下につな
がったように知覚される。
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感
情
症
︶
の
表
情
認
知
に
お
け
る
特
異
的
な
脳
活
動
をPE

T

︵Positron E
m
ission T

om
ography

︶
で
捉
え
た
研
究
も

広
く
知
ら
れ
て
い
る
︵K

ano, Fukudo, G
yoba, K

am
achi, 

T
ogaw

a, M
ochizuki, Ito, H

ongo, &
 Yanai, 2003

︶。

　
　
感
性

行
場
先
生
は
、
や
や
現
実
の
生
活
と
無
縁
に
感
じ
ら
れ
る

幾
何
学
的
な
対
象
の
心
理
物
理
学
的
研
究
を
行
う
の
み
な
ら

ず
、
現
実
の
事
物
が
喚
起
す
る
感
性
イ
メ
ー
ジ
を
探
求
す
る

感
性
心
理
学
的
研
究
に
も
積
極
的
で
あ
る
。
前
述
の
顔
、
そ

し
て
絵
画
作
品
や
言
語
等
、
種
々
の
対
象
の
感
性
印
象
を
ア

ウ
ェ
ア
ネ
ス
︵A

w
areness

︶
と
ク
オ
リ
ア
︵Q

ualia

︶
と
い

う
二
次
元
で
理
解
す
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
提
供
は
、
極
め

て
新
規
性
が
高
い
も
の
で
あ
る
︵行

場
, 2002a, 2003

︶。

ま
た
、
セ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
デ
ィ
ッ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
法

︵Sem
antic D

ifferential technique

：SD
法

︶
を
用
い
て

精
力
的
に
種
々
の
感
性
イ
メ
ー
ジ
を
測
定
し
、
さ
ら
に
はSD

法
を
発
展
さ
せ
た
モ
ダ
リ
テ
ィ
・
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
法

︵M
odality D

ifferential technique

：M
D
法

︶
の
考
案
︵鈴

木
, 行

場
, 山

口
, 川

畑
, 小

松
, 2006

︶、N
IR
S

︵N
ear 

Infra-R
ed Spectroscopy

︶
やfM

R
I

︵functional M
agnetic 

R
esonance Im

aging

︶
に
よ
る
感
性
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
す
る
脳

内
基
盤
の
解
明
等
︵for N

IR
S, Suzuki, G

yoba, &
 Sakuta, 

2005; for fM
R
I, K
aw
achi, K

aw
abata, Suzuki, Shibata, 

Im
aizum

i, &
 G
yoba, 2011

︶、
心
理
学
に
留
ま
ら
ず
、
官
能

評
価
の
領
域
に
も
、
そ
の
貢
献
は
波
及
し
て
い
る
。

　
　
多
感
覚
統
合

高
度
な
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
通
信
技
術
の
普
及
に
伴
い
、

並
列
的
に
入
力
さ
れ
る
視
覚
・
聴
覚
・
触
覚
等
の
多
感
覚
情

報
が
統
合
さ
れ
る
、
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
現
象
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
行
場
先
生
の
研
究
は
視
覚
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ

て
き
た
が
、
こ
れ
を
受
け
て
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
現
象
に
関
す

る
研
究
に
着
手
し
、
国
際
的
学
術
専
門
誌
上
で
次
々
と
発
表

し
た
︵
例
え
ば
、H

idaka, M
anaka, T

eram
oto, Sugita, 

M
iyauchi, G

yoba, Suzuki, &
 Iw
aya, 2009; K

aw
achi 

&
 G
yoba, 2006; Sakam

oto, O
sada, Suzuki, &

 G
yoba, 

2004; Suzuki, M
. &
 G
yoba, 2008; Suzuki, Y. &

 G
yoba, 

&
 Sakam

oto, 2008

︶。
さ
ら
に
は
、
感
性
心
理
学
的
実
験
に

よ
っ
て
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
で
よ
く
取
り
上
げ
ら

れ
る
﹁
臨
場
感
﹂
の
解
明
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
コ
ン
テ
ン
ツ

の
核
心
と
な
る
対
象
や
事
象
の
本
物
ら
し
さ
に
対
応
す
る
感
性

と
し
て
の
﹁
迫
真
性
﹂
を
提
案
す
る
に
至
っ
た
︵行

場
・
寺
本
, 

2012; 行
場
, 2015

︶。
行
場
先
生
が
提
言
す
る
﹁
臨
場
感
﹂
と
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﹁
迫
真
性
﹂
双
方
へ
の
配
慮
は
、
将
来
の
情
報
通
信
技
術
の
鍵

と
な
り
、
当
該
技
術
を
受
容
す
る
人
々
の
活
力
に
溢
れ
る
生
活

の
実
現
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　
　
結
び

行
場
先
生
の
お
人
柄
は
、
次
朗
の
名
が
表
す
通
り
、
朗
ら

か
で
あ
る
。
難
局
に
当
た
っ
て
も
渋
い
顔
を
見
せ
ず
に
、
朗

ら
か
に
笑
い
な
が
ら
乗
り
切
っ
て
し
ま
う
。
た
と
え
ば
、
約

三
〇
〇
〇
名
の
日
本
心
理
学
会
員
を
仙
台
に
迎
え
た
第
八
二
回

日
本
心
理
学
会
の
大
会
長
を
お
引
き
受
け
に
な
っ
た
と
き
も
、

ア
ハ
ハ
と
笑
っ
て
乗
り
切
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
笑
い
の
お
か

げ
で
、
我
々
ス
タ
ッ
フ
も
、
な
ん
だ
か
大
し
た
こ
と
が
な
い
よ

う
な
気
に
な
っ
て
、
い
つ
の
間
に
か
無
事
終
了
し
て
し
ま
っ

た
。ま

た
、
そ
の
世
界
的
な
業
績
か
ら
、
研
究
室
の
同
窓
会
で

あ
る
﹁
心
理
学
研
究
室
同
窓
茶
話
会
︵
略
称
・
茶
話
会
︶﹂
で

は
、﹁
世
界
の
行
場
﹂
と
い
う
通
り
名
で
通
っ
て
い
る
。
そ
の

一
方
で
、
地
元
の
宮
城
県
や
研
究
室
な
ど
、
目
の
前
の
小
さ
な

世
界
に
対
す
る
愛
着
は
強
く
、﹁
宮
城
の
行
場
﹂、﹁
茶
話
会
の

行
場
﹂
と
呼
び
た
く
な
る
ほ
ど
で
あ
る
。
行
場
先
生
は
、
上
記

の
日
本
心
理
学
会
の
ポ
ス
タ
ー
の
ど
真
ん
中
に
﹁
ご
ざ
い
ん
﹂

と
い
う
歓
迎
の
意
を
表
す
宮
城
弁
を
大
き
く
据
え
た
。
こ
れ
は

京
都
大
会
の
﹁
お
い
で
や
す
﹂
に
対
抗
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

﹁
ご
ざ
い
ん
﹂
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
、
数
多
の
来
場
者
か
ら

何
回
も
繰
り
返
し
尋
ね
ら
れ
た
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
で

は
な
い
も
の
の
、
宮
城
弁
を
聞
き
な
れ
た
私
に
は
問
わ
れ
る
理

由
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
来
場
者
に
は
想
像
を
超
え
る
イ
ン

パ
ク
ト
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
三
〇
〇
〇
名
の
参
加
者
は
、
こ
の

宮
城
弁
を
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
ほ
ど
強
力
に
記
銘
し
た
は
ず
で

あ
る
。

﹁
茶
話
会
の
行
場
﹂
と
し
て
は
、
茶
話
会
が
発
行
す
る
﹃
学

友
消
息
﹄
に
お
い
て
、
お
人
柄
が
偲
ば
れ
る
新
作
錯
視
を
紹
介

し
続
け
て
き
た
こ
と
に
触
れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
図

２
は
、
行
場
先
生
作
の
錯
視
で
あ
る
︵G

yoba, 1997; 行
場
, 

2002b

︶。

学
友
消
息
の
文
章
に
は
次
の
よ
う
な
説
明
が
加
え
ら
れ
て

い
る
。﹁
豊
に
﹁
土
﹂
に
囲
ま
れ
、﹁
人
﹂
の
数
が
少
な
い
﹁
昔

の
人
社
会
﹂
は
輪
郭
が
際
立
っ
て
は
っ
き
り
見
え
ま
す
。
こ
れ

に
対
し
、
人
口
が
多
く
て
地
面
が
ほ
ん
の
少
し
し
か
見
え
な
い

﹁
今
の
人
社
会
﹂
は
、
ポ
ッ
プ
ア
ウ
ト
せ
ず
に
、
じ
っ
と
見
て

い
る
と
土
の
部
分
ま
で
人
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

人
間
は
生
物
の
進
化
プ
ロ
セ
ス
を
逸
脱
し
て
増
殖
し
、
自
然
と

対
峙
す
る
存
在
と
も
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
視
覚
心
理
学

的
に
見
て
も
逸
脱
特
徴
か
ら
﹁
人
﹂
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
非
常
に
示
唆
的
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。︵行

場
, 2002b

︶﹂
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⋮
厳
密
な
知

覚
心
理
学
が

も
た
ら
し
た

成
果
を
、
味

わ
い
深
い

教
訓
と
し
て

自
ら
読
み
直

す
懐
の
深
さ

は
、
い
か
に

も
行
場
先
生

ら
し
い
。
そ

し
て
世
界
的

学
術
誌
で
発

表
さ
れ
る
レ

ベ
ル
の
錯
視

を
、
毎
年
、

学
友
消
息
で

同
窓
生
に

惜
し
げ
も
な
く
発
表
し
続
け
た
こ
と
は
、﹁
世
界
の
行
場
﹂
が

﹁
茶
話
会
の
行
場
﹂
と
矛
盾
な
く
直
結
し
て
い
る
こ
と
の
証
左

で
あ
る
。

な
お
、
我
が
研
究
室
は
伝
統
的
に
お
酒
を
好
ん
で
嗜
む
教

員
を
輩
出
し
て
き
た
が
、
行
場
先
生
は
そ
の
正
統
後
継
者
で
あ

る
。
宮
城
の
お
酒
、
そ
れ
も
や
や
癖
の
強
い
お
酒
が
お
好
み
で

あ
る
。
私
が
大
学
三
年
生
で
研
究
室
に
入
っ
た
と
き
、
行
場
先

生
は
入
れ
違
い
で
信
州
大
学
に
赴
任
さ
れ
た
の
で
、
学
生
時
代

の
接
点
は
な
い
。
し
か
し
、
数
々
の
行
場
伝
説
が
語
り
継
が
れ

て
い
た
の
で
、
お
会
い
し
な
い
う
ち
か
ら
よ
く
知
っ
て
い
た
。

そ
の
伝
説
は
お
酒
に
ま
つ
わ
る
も
の
が
多
く
、﹁
世
界
の
行

場
﹂
と
は
異
な
る
印
象
を
私
に
植
え
付
け
た
。

行
場
先
生
の
指
先
が
叩
く
キ
ー
ボ
ー
ド
が
発
す
る
信
号
は
、

確
か
に
世
界
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
指
は
、
学
生

に
採
っ
て
来
さ
せ
た
蕗
の
薹
を
揚
げ
る
菜
箸
を
操
る
こ
と
も
あ

る
し
、
作
業
場
の
電
気
ド
リ
ル
で
工
作
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
徳
利
や
杯
を
持
つ
こ
と
も
あ
る
。
世
界
と
徳
利
が

共
存
す
る
振
れ
幅
の
大
き
さ
が
、
行
場
先
生
の
奥
行
き
と
な
っ

て
い
る
。

行
場
先
生
は
、
東
北
大
学
ご
退
職
後
、
尚
絅
学
院
大
学
に
と

こ
ろ
を
替
え
て
研
究
生
活
を
継
続
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
研
究
室

一
同
、
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
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